
 

            

 

平和学習  ～長崎原爆被害者の会の方の話を聞いて～ 

 11 月 20日（月）の4時間目に長崎原爆被害者の会の伊達さん、高橋さんからとても貴重な

お話を聞きました。なかなかない貴重な体験をすることができました。三年生の修学旅行に向け

ての平和学習の第一歩です。どんなことを感じましたか？どんなことを思いましたか？みなさん

が書いた感想から一部紹介したいと思います。 

 

・正直、聞いているのもつらかったです。でもこれを実際に経験しているとなると、個人的には思い出した

くもない記憶になってしまうと思います。（だけどその話をしていただき）戦争の恐ろしさを学べました。本

当にありがとうございます。 

・長崎で被爆体験をした人の話を聞いたとき、予想してたよりもはるかにこわくて恐ろしかった。匂いとか

も何て行ったらいいか分からない匂いと聞いてそんなにやばい匂いなんだなと思った。 

・話をしてくださっているときの目や話し方を見ているのがつらくなるほど、戦争はしていはいけないもの

だと強く感じました。私はこの話を忘れないようにして生きていこうと思います。 

・長崎での被爆体験を聞いて、やっぱりどの話もひどいものばかりでした。小学生の時も何度か聞いたこ

とがあるのですが、中学生になった今考えてみると、すごく怖くすごく悲しいことだと思いました。今回は長

崎であった被爆体験をはなしてくれて、ありがとうございました。長生きしてください。 

・私たちは戦争を知りませんが、下の世代の子に伝えていき、日本を最後の被爆国にしたいと思いました。 

・自分は小学生のころ平和学習をしました。それよりも被爆体験や長崎の話を聞いて、小学生の時よりも

知ることができました。小学生の時、平和学習でみんなに教えたのでまた中学生でもやりたいです。 

・戦争は恐ろしいものだとしってはいたけど、80 年前の原ばくで今でも原ばくを体験した人が苦しんでい

ることは知りませんでした。・今回長崎での被爆体験を聞いて、昔はお金があまりない中原爆が落とされ、

たくさんの人が命を落とされ、お話しにあった「一緒に遊んでいた友だち、お母さん、お姉さん、その人た

ちの分まで強く生きよう」という気持ち、兄弟がまだ生きていたからまだ幸せだという気持ちがすごく素敵

だなと思いました。 

・昨日は私たちのために貴重なお時間を使ってお話をしてくださりありがとうございました。原爆が落ちた

時どのようなことが起こったのかを話をしていただいてよく分かりました。中には皮膚が焼けただれた人

がいて道にたくさんの人が倒れていて、倒れている人を踏んで道を通らなければいけないと聞いたときは

ゾッとしました。はなしてくださったおかげで改めて戦争はどんなに残酷かが分かりました。今回は本当に

話してくださりありがとうございました。 

 

・広島での話は聞いたことがあって今回初めて長崎での話を聞けてとても貴重な体験になりました。話を

聞いてやっぱり戦争は残酷だなと思いました。なのにどうして外国は戦争をするのかなと思いました。思

い出したくないものを私たちのために話してくださり本当にありがとうございます。 

・戦争は絶対ダメってあらためて分かった。水さえもあんまりなくて、川の水を水筒に入れて、川の水を飲

んでたって初めてしった。日本以外原子爆弾が落とされていないから原爆の怖さを知らないのが更に怖

いってことが分かりました。 

・ぼくたちはまだ被爆体験を聞けるけどもう少ししたらもう聞けなくなると思う。だから次は僕たちが知らな

い人に教えていきたいと思います。思い出したくもない残酷な思い出をわざわざぼくたちのためにしゃべ

ってくださってありがとうございました。ぼくたちも日本の未来に向けてがんばります。 

・自分たちが次の世代にこのことを伝えていく使命を感じました。本当にありがとうございました。 

 

感想と一緒に質問もいくつか書いた人もいました。 長崎原爆被害者の伊達さん、高橋さんに送りますの

で、また返事があれば学年通信で紹介したいと思います。 

 

 ニューヨークで先月27日から今月１日まで核兵器禁止条約の締約国会議がおこなわれました。 今回

の会議には条約に参加する国と地域のほかに、アメリカの核の傘のもとにあるドイツやベルギーなどもオ

ブザーバーとして議論に加わりましたが、日本政府は参加しませんでした。日本原水爆被害者団体協議

会（被団協）の箕牧智之代表委員は、唯一の被爆国が参加しなかったことは「悔しく、歯がゆい思い。今

後も署名活動をし、訴えていく」と述べ、日本政府に条約加盟を求めていくと話していました。 

しかしながら、アメリカニューヨークで高校や大学で被爆証言を行ったことについて被爆証言で

は涙を流した生徒もいたということで、「みんな熱心に聞いてくれました。質問も次から次に出まし

た。皆さんが関心を持ってくれたことは手ごたえを感じました」と振り返りました。 

  また今世界では若者たちが反戦を訴えるため立ち上がり、抗議活動もおこなわれています。横断幕に

は「今すぐ停戦を」と書いてあります。 

今、私たちができることは何でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏へ続く→→→→ 

特別時間割 

２０２３年度 豊中市立第十二中学校 51 期生  12 月８日（金）発行 

１年学年だより   第 25 号 

 



 
12 月 11日（月）平常 12 月 12日（火）平常 12 月 13日（水）平常 12 月 14日（木）特別 12 月 15日（金）特別 
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12 月 18 日（月） 12 月 19 日（火） 12 月 20 日（水） 12 月 21 日（木） 12 月 22 日（金） 
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